
ランマーク®皮下注120mgを使用される患者様とご家族の皆様へ

※低カルシウム血症とは 
　 通常、血液中のカルシウム濃度は一定に保たれています。低カルシウム

血症とは、血液中のカルシウム濃度が低い状態のことです。
　低カルシウム血症は、そのまま放置すると、命に関わる場合があります。
　ランマークを使用される方は、次のことにご注意ください。

➢		低カルシウム血症の発現を軽減するために、主治医の指示どおり、
カルシウムとビタミンDを毎日服用してください。もし、カル
シウムとビタミンDの内服が難しい場合は、主治医にご相談く
ださい。

➢		手足のふるえ、筋肉の脱力感、けいれん、しびれ、不整脈など
の症状があるときは直ちに主治医にご相談ください。

➢		症状がなくても低カルシウム血症を発現していることがありますので、
頻回な血液検査が行われます。主治医の指示に従ってください。

➢		腎機能が悪いと言われたことがある方は、主治医にその旨を	
お知らせください。

本情報は、ランマークを使用されている患者の皆様やご家族の皆様などに、ランマークに対する
正しい理解と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。ランマーク
を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療関係者向けに作成されている安全性速報や
添付文書を基に、わかりやすく記載しています。また、ランマークに関する患者の皆様やご家族の
皆様向けとして「患者向医薬品ガイド」が下記に掲載されております。

独立行政法人　医薬品医療機器総合機構 ｢医薬品医療機器総合機構ホームページ｣
URL:http://www.info.pmda.go.jp/

ランマークを使用後に異常を認めた場合には、直ちに主治医に相談してください。

【この薬についてのお問い合わせ先】
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬剤師にお尋ねください。
・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。
　第一三共株式会社　製品情報センター
　電話：0120-693-132〔受付時間：9:00 ～ 17:30（土、日、祝祭日、当社休日を除く）〕

ランマークの投与により、低カルシウム血症の副作用が報告
されております。
手足のふるえ、筋肉の脱力感、けいれん、しびれ、不整脈など
の症状があるときは、直ちに主治医にご相談ください。
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